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超音波検査で肝臓の何がわかるの 

 
                    画像１ 肝臓の超音波画像 

超音波画像（画像１）を記録し、肝臓の評価を行っています。脂肪肝（画像２）は、 
肝細胞に脂肪が沈着することで、超音波が散乱反射するために、実質のエコーレベルが
上昇（肝臓が白くみえる）します。また、肝硬変（画像３）は、肝臓の線維化に伴い、
肝臓の形態が変化（肝表面凹凸化）し、実質のエコーパターンは粗雑に描出されます。 

        
画像２ 脂肪肝の超音波画像          画像３ 肝硬変の超音波画像 

最近では、超音波検査のエラストグラフィーにて、肝臓の硬さ（線維化）の評価がで
きるようにもなりました。 
超音波検査は、２階（23）生理検査にお越しください。尚、超音波検査結果について

は検査技師よりお伝え出来ません。主治医の先生より詳細にお聞きください。 
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